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あ れ あ ぃ下 SANADA 
平成 3 年 ガ ら始まった長野県真田町と 岡垣町のホームステイによる 相互 

交流も 7 年目を迎えました。 今年も 7 月 30 日ガ 58 月 5 日までの 6 泊 

7 日間、 人材育成国内短期留学事業 " ぬれあ い in SANADA" 
ガ 実施され、 町内の小・中学生とスワップ 計 30 人 ガ 真田町を訪問   し 、 ホームステイなどによる 研修を行いました。 岡垣ガ 5 は 例 

年冬に訪問していましたが、 今回初めて夏の 真田町を訪れま 
を 越える棋子岳を 登りました。 
って想像を絶するものてした。 疲 

㍉。 ， した。 
自分の足をコントロールできなく 

* ㍉。 
れ一歩一歩前 准 l ァ Ⅱス % 日か片   

子供た ち は真田町に行くまで 計 7 回の事前面 刑 多を積み、 

したが全員 l 
帰って ガ らも 2 回の事後研修を 行いました。 その研修   

開かれましたので、 
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Ⅰ ， 肛 

三角健一 同 垣中 2 年 

松井隆 幸 内浦山 6 年 

松本めぐみ 海老漢中 6 ヰ 

竹井 杉 内浦山 5 年 

下戸成立 円仰山 5 年 

波 田 百枝 吉木山 6 年 

2 

到王 

椿 ちひろ 囲垣 中 2 年 

福島 祥 海老漢Ⅱ、 5 年 

校本刷女 山田小 6 年 

江口 拓真 内浦 山 6 年 

壮 彩花 内浦Ⅱ、 6 年 

清水 性 三切 小 5 年 

3 尚山幸奈囲垣京中 z 年 @4@ 吉村明峰囲垣 中 2 年 

  ま @1    椿駿 
吉木山 5 年   m@ 玉     坂本大祐山田小 6 年   
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思
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つ
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一中国新進作家、 江 源 個展一 
岡垣 サンリーア イ で、 10 月 3 日 か -. ザ， Ⅰ 汁 。 ， -                           

ら 12 日まで中国の 新進作家 江 源さん 

による個展が 開かれました。 

江 源さんは中国広西 省 桂林 市 出身。 

画家としての 可能性を広げるために 
東京芸術大学に 留学。 その後、 創作 

拠点をアジアの 中心都市福岡に 移し・、 
精力的に活動を 続けてきました。 

現在の彼のテーマは " 兵馬 備 " 。 

2000 年以上も前から 秦の始皇帝とと 
もに大地に眠っていた 兵由 。 の人形た 

ちです。 個展では、 その " 兵馬 傭 "" 

を祖国中国の 壁画の技法を 土台に、 

ときには日本の 金箔などの技法を 大 
胆に取り入れた 絵画の数々が 展示さ 

れました。 
江 源さんは，岡垣町は、 文化の香 

りいっぱいの 町のように感じます。 

垣で また新作ができましたら、 個展を開きたいと 居、 っています。 いつか 所 @  「自分の作品を 初めて紹介で 
と 語ってく オ L ました。 

よ かつた」と語る 江源さん 

１
 
%
 

き、 文化交流もできて 

 
  

 

 
 

 
  

 

    

一 いきいきエイジンク・ファッシヨンシ ヨ 一一 

高齢者自身もモデルになって、 お 気に入りのファッショ : ティバ ルふ く お が 9,7 
ンで 出演する じ いきいきエイジング・ファッションショー」 

( 県など主催 ) が 10 同 5 日、 福岡市内のホールで 開かれ、 

杉山タミ子さん ( 末松原 ) がスマイルばを 受雙 しました。 
Q 

ショ一には、 県の募集に応募した 82 人の中から 蕾 類選考 で 選ばれた h0 歳から 80 歳 までの 20 人が出場。 ミニスカー @ 

タンクトップ、 帽子など自慢のファッションを 着こなした                       m           
参加者たちは、 スポットライトを 浴びながら・ 舞台をさっそ 

うと歩き、 若い人顔負けのファッションセンスを 披露しま 

した。   
聖堂した杉山さんにオシャレのポイントを 寺 ねてみると 弓曲 
，ポイントはやはり 帽子です。 自分で帽子にリボン やコサ一 

ジ をつけて、 自分なりにオシャレを 楽しんでいます。 赤い 

色 の服や小物を 身につけることで 若い気 加 こなれるので、 

私にとって一番の 生 - きがい と なっています。 」 と、 はつら 
  

つとした 表 ， l 。 吉で話してくれました。 ファッションショ 一でさつそうと 歩く杉山さん 

Ⅰ 一 " 
け 

  

 
 

  
 
 

 
 

 
 

ま
 ち

 

  

 
 

 
 

さた お 

）
   

こ
の
 コ
｜
 

知
ら
せ
し
 

め
な
さ
ん
 

 
 

  
        "'   。 " ⅡⅠ ニ "" で vT;, 。 f'". " 。 。 : 錨にぶ / 。 。 ・ 4"@%' 一 

  

両垣 中学校区で " コ ミ 0 の 日 " 一 

平成 8 年度から 岡垣 中学校区は、 「豊かなり 実 
践 モデル地域指定」を 受け、 『豊かな心を 育成す 
るための奉仕的体験活動，を 行っています。 

その取り組みの 一環として、 小中学生全員で 一 

斉 に校区内の ゴミ を拾い集めて、 町をきれいにし 
ようという取り 組み " ゴ 2 0 ( ゼロ ) の 日 " が 11 

同 1 日行われました。 
参加したのは、 岡垣 中学校区の小中学生をはじ 

め 、 大人たちやボランティアなど 総勢 2,000 人に 

のぼりました。 参加者たちはそれぞれの 自宅から 
岡垣 サンリーアイまで ゴミ を拾いながら、 全体集 

会の会場 岡垣 サンリーアイに 集まってきました。 
全体集会では、 各小中学校の 代表児童生徒によ 

る大会アピールが 行われ、 環境問題などについて 
意見発表を行いました。 

この日拾い集めた ゴミ はざっと 軽 トラック 24 台 
分。 その ゴミ の多さにかんな 驚 いているようでし 
た @O 

またこの日は、 全 W 的にクリーンキャンペーン 
も行われており、 まさに " ゴ 2 0 ( ゼロ ) の 日 " 

となりました。 

ナ
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で
は
、
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で
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ろ
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い
ま
す
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一八ロウイン・パーティ 一一 

10 月 31 日 といえば、 アメリカ合衆国では、 八 ロウイン。 

このアメリカ 合衆国の伝統的な 子供の祭り " 八 ロウイン " 

を体験してもらおうと 26 日、 町国際交流 員 キャサリンさん 
の企画による " 八 ロウイン・パーティ " が中央公民館で 開 

かれました。 

この日参加した /J 、 学 4 年生から中学 3 年生までの 45 人は、 

それぞれ魔女や 子ねこなど思い 思いの仮装をして 参加した 

ほか、 県内の国際交流員など 外国人 6 人と役場ボランティ 

ア 数人も仮装して 拳万Ⅱ 、 八 ロウインを盛り   上げました。 

パーティでは、 大集会室をカボチャの 提灯 ( ジャク・ オ 

・ランタン ) を作る部屋、 ふくろに絵を 描く部屋、 おやつ 

とゲームの部屋、 りんご飴を作る 部屋など四つの 音 卜屋 に仕 

切り、 子供たちがバループに 分かれて， Trick 0r Trea[ 

! ( トリック オ ア トリート ).: と言いながら Jl 原に回っ 

て行きました。 
最後に仮装コンテストも 開かれ、 アメリカ合衆国のお 祭 

り " 八 ロウイン " の雰囲気を味わいました。 
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一 NHK ラジオ p ぬるさと自慢、 ラた 自慢コ分目緑青一 

10 月 31 日、 岡 垣 サンリーアイで NHK ラジオ : ふるさと 

自慢、 うた自慢，の 公開録音が、 歌手の小柳 ; レミ子さんと 

堀内孝雄さんをゲストに 迎え、 開かれました。 この番組は 、 

4 人 1 チームとして 女性チームと 男性チームに 分かれ、 そ 

れぞれふるさとの 自慢を紹介し、 自慢の喉を競 う ものです。 

この日の出場チームは、 女 ， 性 チームが 岡垣 海鳴り太鼓 チ一 

ム 、 男性が岡垣町民吹奏楽団チーム。 

満員の観客の 前で男女交互に、 ふるさ 

と岡垣 の 自 ， 哩と、 歌を披露していきま 

した。 

第二部は、 ふるさと 自 ， 慢 コンサート 

としてゲストの 歌謡ショーが 行われま 

した。 

なお、 この模様は NHK ラジオで 12 戸 
同 27 日 ( 土 )  と 1 月 10 日 ( 土 )  ( 時間， 

は 両日とも 21:05 ～ 21:55)  に放送され 

ます。 

江ヂ Ⅰ 亡 "i 

  ン さん 0 

｜ 

O 

ム出場者一同。 この後熱唱の 人ぶたが・       
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参加する人も 読む人もみわな 友だち。 
このコーナ一でひと フはぽづて 楽しもう。 

「 ど くしゃの私書 屯 」 ほ 、 そんな 桶 いを 
込めた読者のぺ ー ジです。 

楽しガっ たこと、 悲しがったこと から - 

地区の活動まで、 また、 イラスト， コ コ 

マ まわガ ，俳句・Ⅱ 柳 なとの作品もお 待 
ちしています。 
犠寡冤ア 岡垣町大字野間㏄ 7- 「岡垣町役 
場地域 振胆諜 ・広報「とくしやの 私書箱 」 

  

孫 ⅠⅩ 応 男は ガ許注甘 Ⅰ ぉ 。 柱餅て氏名 ( 紙上 
匿名も可 ) . 年齢・電話番号」をあ 忘れ 

なく。 
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連
合
会
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 福

田
氏
 江
 

サ
 シ
リ
ー
ア
 
H
 俳
年
誕
 
・
日
 

夕
暮
れ
て
虫
の
競
演
始
ま
り
 ぬ
 

第
 3
 位
 

糠
塚
 

「
個
人
の
部
」
 

①
小
学
 l
 年
生
 

優
勝
小
木
啓
太
 

準
優
勝
門
司
直
也
 

第
 3
 位
脇
山
 
匠
 

①
小
学
 2
 年
生
 

優
勝
小
早
川
翻
字
 

準
優
勝
中
野
主
税
 

第
 3
 位
松
尾
 慧
 悟
 

0
 小
学
 3
 年
生
 

優
勝
吉
田
昭
 太 

準
優
勝
市
川
浩
希
 

第
 3
 位
麻
生
隆
造
 

0
 小
学
 4
 年
生
 

優
勝
生
田
 佑希
 

準
優
勝
 
佐
 々
 野
 庄
一
 

第
 3
 位
中
野
真
吾
 

0
 小
学
 5
 年
生
 

優
勝
生
田
英
吾
 

準
優
勝
金
子
達
也
 

第
 3
 位
上
原
純
乎
 

①
小
学
 6
 年
生
 

優
勝
金
子
健
 樹
 

準
優
勝
畠
中
亮
輔
 

第
 3
 位
石
松
慎
司
 

 
 

-
 岡
 
塩
川
柳
 会
 

美
徳
と
は
言
え
す
落
 ち
 穂
に
振
り
向
か
ぬ
 

野
田
健
治
 

上
手
口
言
え
ぬ
性
分
損
ぱ
か
り
 

ェ
藤
能
雄
 

大
の
字
に
紫
煙
の
く
 ゆ
ろ
 俺
の
室
 

」
田
和
彦
 

銭
の
夢
追
っ
て
は
か
な
く
 骨
 残
す
 

@
 
。
の
 

浜
 あ
さ
 ら
 

 
 

葛
風
巴
 

筑
後
よ
り
植
本
屋
の
来
て
 秋
 ま
つ
り
 

原
田
如
月
 

ぬ
 さ
 古
 り
し
釜
の
大
め
や
今
年
恭
 

小
西
さ
く
 
え
 

ゆ
く
秋
の
灯
下
一
気
に
布
を
裁
つ
 

外
竹
次
子
 

村
中
を
雅
楽
な
が
ろ
ろ
秋
祭
り
 

寺
田
タ
ッ
チ
 

身
に
入
む
や
父
の
歩
行
に
手
を
貸
し
て
 

  
 
 

 
 

O
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森 健一郎， ん (, 。 ".", 。 ) 
山田小学校教諭 (5 年生担任 ) 

今月のさわや か さんほⅠ一番充実している 時ほ 、 

授業中。 みんな ガ 真剣に考えている 顔をみると、 
よしかんばろうという 気持ちになる』という 根っ ； 
ちの子供好き、 山田小の森先生です。 

Ⅰ仕事 は ? 

今年で 2 年日になり、 少しず。 つ伯 れてきたか 

なと ぉ志 、 いますが、 まだまだ不安なこともあ りま 

す 。 温かく 見匂     ってくださる 周りの方々に 感謝 
しています。 
海がめで 苦 うと砂浜を歩いてようやく 大海に 

ごぎ 出たという感じですね。 とにかく一日一口 

をメヮ，ん ばつています。 

Ⅰ趣味 は ? 

4 本を抑 @ かす ズポぐ一 ツカ 河了 きでず ㎝ 晦 ． ヒ 、 テニ 
スなビ ) 。 あ とカラオケもけっごう 好きです。 

Ⅰ性格 は ? 

少々のんびり 届， だと思います。 子供たちから 

も " ラ 七生、 五 % い ㏄ ) は、 プこ る @ 時 六ゴ @ ナヵコ - と目 " わ dL 
・ た ごとがあ るので、 おそらくそうでしょう。 

Ⅰ将来の夢は ? 

みんなが大きくなっで、 いっしよにお・ 酒でも 
飲みなが               らいろな話を㌻ることで づ - ね。 

でも飲み過ぎはよくあ りません。 お酒はほ ビは 
と ・ @ こ         

Ⅰ子供たちにメッセージを ! 

こガ Ⅱから : 春 ; くなりまず カざ、 ・ キ l@ きに ご もら ず ㌧ 己 

気に遊 び ましょう 0 か けっ こをしたい時はいつ 
でも " 吾 " ってくださいね。 

Ⅰ 岡 垣の印象 は ? 

やっぱり海がめでしょう。 私もご こ 

で、 まさか海がめが 来る方なんて 知りませんで 

した 0 山 あ り 海 あ りで自然に囲ま d.L 、 穏   やかな 
とてもいいほⅠ 丁 "/; ざと 思 、 いま "a" 。 
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最
炊
 
の
革
命
令
を
五
口
に
伝
っ
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の
 

 
 ど
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 フ
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a
l
n
e
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た
 
s
 
e
 

    

駆
け
て
ゆ
く
子
等
追
ふ
保
母
や
大
花
野
 

大
野
淑
子
 

木
綿
間
，
 腱
拘
ヒ
 

波
 消
し
に
人
波
あ
ふ
れ
 浦
 ま
つ
り
 

久
博
美
智
子
 

尾
花
散
る
か
っ
て
棚
田
で
あ
り
し
 処
 

岩
崎
久
恵
 

土
産
屋
に
ど
っ
と
人
寄
る
旅
の
秋
 

中
村
つ
る
 予
 

コ
ス
モ
ス
や
指
光
華
 喬
 な
野
の
佛
 

宮
内
芳
子
 

石
落
 咲
け
り
岬
に
 古
 り
し
殉
難
 碑
 

三
浦
千
歳
 

覇
覇
ポ
鰯
 一・
一
五
品
 

覇
 一一
一
一
目
 

-
 
「
一
一
一
目
 

w
 
毘
林
 

ロ
葉
短
歌
 

大
陸
の
す
べ
て
を
結
ぶ
水
路
に
て
波
の
 

段
 続
か
ん
水
平
線
に
仝
 子
 由
美
子
 

そ
の
昔
人
馬
越
え
し
か
こ
の
山
路
か
た
 

え
に
馬
頭
観
音
堂
建
つ
 橋

本
和
子
 

「
 
大
 ，
 
和
 」
に
て
果
て
し
 黎
 芯の
君
の
夢
 

朽
 め
て
見
た
り
五
十
年
目
に
 

吉
田
久
子
 

コ
ス
モ
ス
の
 
色
 と
り
 ビ
 り
に
咲
く
道
を
 

見
え
隠
れ
し
て
人
の
過
ぎ
 
ゆ
く
 

あ
村
 
光
代
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二
十
一
世
紀
の
岡
垣
町
 ガ
 
「
 か
 け
 ガ
 

「
 
ま
 ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
 

え
の
な
い
承
る
さ
と
に
な
る
ま
ち
」
と
 

養
 成
 講
座
」
を
開
催
 い
 た
し
ま
し
た
。
 

な
る
た
め
に
は
、
町
に
住
む
 
人
ガ
 
「
 こ
 

7
 月
か
ら
 薦
月
 ま
で
 薦
 回
の
講
座
に
 

 
 

 
 

将
来
へ
の
夢
を
語
る
事
の
で
き
る
よ
う
 

成
果
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
 

な
ま
ち
に
な
る
こ
と
 ガ
 大
切
で
す
。
 

き
 

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
 

聞
 

 
 
 
 

ガ
 主
体
と
な
っ
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
 

義
 

を
 進
め
る
こ
と
 ガ
 必
要
と
な
っ
て
い
ま
 

講
ち
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ま
ち
づ
く
り
 

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

リ
ー
ガ
ー
 と
は
 

 
 

身
近
な
生
活
の
場
を
拠
点
に
自
ら
学
 

び
、
 生
き
が
 い
 を
求
め
て
い
る
個
人
や
 

グ
ル
ー
プ
を
励
ま
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
 や
 

援
助
す
る
人
を
い
い
ま
す
。
 

生
き
が
 い
 と
は
、
自
分
が
生
か
さ
れ
 

て
い
る
と
実
感
す
る
、
目
標
や
や
る
気
 

が
も
て
る
、
生
き
て
い
る
と
い
う
実
感
 

か
あ
る
、
自
分
の
存
在
が
評
価
さ
れ
る
 

事
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
 

ン
デ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
自
分
の
 

能
力
を
発
揮
す
る
事
が
一
番
の
早
道
で
 

す
 。
 

一
人
で
も
多
く
の
人
が
地
域
に
関
わ
 

り
 生
き
が
 い
 を
持
っ
こ
と
が
ま
ち
づ
く
 

り
の
一
番
の
目
標
で
す
。
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"
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ヨ
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 す

は
｜
く
岡
垣
で
 

九
州
女
子
大
学
、
 

九
州
女
子
短
期
大
学
生
涯
学
習
研
究
会
 

「
卑
弥
呼
」
の
メ
ン
バ
ー
に
指
導
を
し
 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
生
は
こ
の
 

ス
ポ
ー
ツ
が
初
め
て
の
 

人
 ば
か
り
で
し
 

た
が
、
楽
し
く
て
時
間
の
た
っ
の
も
 

忘
 

ね
 、
ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。
 

世
一
日
 

｜
 Ⅰ
 
：
 
@
 一
 
l
.
.
 

｜
 ・
 

 
 
 
 

 
 ル

と
 
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
よ
 

う
な
ゲ
ー
ム
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

を
 中
心
と
す
る
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
大
 

変
 盛
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
 

子
ど
も
か
ら
若
者
、
女
性
、
高
齢
者
 

ま
で
楽
し
め
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ぐ
ら
い
 

の
 広
さ
で
可
能
な
ゲ
ー
ム
で
す
。
 

ル
ー
ル
も
簡
単
で
特
に
障
生
口
を
持
っ
 

人
 に
と
っ
て
も
健
常
者
と
互
角
に
競
技
 

が
 可
能
で
ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ
く
る
た
 

め
に
も
効
果
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
 

ぃ
 可
能
性
を
持
っ
ゲ
ー
ム
で
す
。
 

 
 

  

 
 

Ⅰ
 

 
 

冊
月
 四
日
の
講
座
で
ま
ち
づ
く
り
ボ
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
が
終
 

了
し
ま
し
た
が
、
講
座
の
終
了
後
も
受
 

講
者
が
自
主
的
に
会
合
し
て
ま
ち
づ
く
 

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

ゑ
 …
 

軸
 き
だ
 し
た
 :
 

O
 



1
 

⑭
 
 
 

ス
 

 
 

ソ
 

 
 

し
 し
 

封
フ
已
は
 

牛
里
 

カ
 ・
 

  
  く 材料 4 人分 ノ 

l 0 さ @ ま                               N 芭 

0 塩 ・ ， ・                     … - 少々 
0 こ しよう                   少々 
0 小麦粉                         少々 
o 牛乳                               1/2 カップ 
0 揚げ油                         適量 
一 牛乳カレーノースー 

0 玉ねぎ                         l/m7 回 

0 ギャ ベツ                   2 枚 
0 生しいたけ・…‥ 3 枚 

0 にんじん                   4 センチぐらい 

0 サラダ油                   通宝 
0 カレー粉                   Ⅱ へさじ Ⅰぱい 

0 出し汁                         1/7 カップ 
o 牛乳                               1 カップ 

0 しょうゆ                   小さじ 1 ぱ い 

o 塩                                     少々 
0 片栗粉                         大さじ 1 ぱ い 

く 作り方 ノ 

0  さばを 3 枚におろし、 1 枚を・ 2 つぼ 

切る。 塩、 コショウ少々をふり、 牛乳 
をかけて 5 分おく。 

0  野菜は 4 センチぐらいのせん 切り。 

0  野菜を炒める。 カレー粉を加えて 軽 
く炒めて出し 汁、 しょうゆ、 塩を加え 

る。 
0  水溶き片栗粉を 加えて、 とろみをつ 

ける。 
0  さばの水気をふきとり、 小麦粉を薄 

くまぶして 170 。 C の油で揚げる。 

0  揚げたさばにソースをかける。 

 
 

糖
尿
病
は
、
本
当
に
様
々
な
病
気
を
 

引
き
出
し
ま
す
 
ズ
 ロ
供
 症
 ）
。
図
参
照
 

そ
れ
ら
の
病
気
ど
う
し
も
関
連
し
合
っ
 

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
な
り
た
く
な
い
 

怖
い
と
思
う
病
気
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
 

せ
ん
か
。
命
に
か
か
わ
っ
た
り
、
障
害
 

か
残
っ
た
り
す
る
よ
う
な
病
気
も
少
な
 

く
な
い
の
で
す
。
 

糖
尿
病
患
者
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
 

 
 

ム
ロ
併
し
て
い
る
網
膜
症
か
ら
の
失
明
。
 

成
人
の
失
明
原
因
の
第
一
位
で
す
。
 
糖
 

「
糖
尿
病
 ヒ
は
、
 

な
 せ
問
題
 ガ
ゃ
 

 
 

尻
癖
 性
 腎
症
か
ら
 甘
 不
全
ル
人
工
透
析
。
 

人
工
透
析
に
な
る
原
因
の
第
二
位
は
 
、
 

糖
尿
病
で
す
。
歌
手
の
村
田
英
雄
さ
ん
 

 
 

が
 糖
尿
病
か
ら
壊
疽
で
片
足
切
断
。
 
最
 

 
 

近
は
糖
尿
病
性
の
昏
睡
で
、
一
時
意
識
 

不
明
に
な
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
 

た
ね
。
 

糖
尿
病
は
、
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
 

"
 遺
伝
 "
 体
質
の
人
に
食
生
活
、
運
動
 

不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
肥
満
な
ど
様
々
な
 

環
境
因
子
Ⅱ
が
加
わ
り
、
発
症
し
ま
 

す
 。
遺
伝
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
「
環
境
 

因
子
㍉
が
加
わ
ら
な
け
れ
ば
糖
尿
病
に
 

は
な
り
ま
せ
ん
し
、
な
っ
た
と
し
て
も
、
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忠
ナ
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叫
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い
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が
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怖
 い
 合
併
症
は
防
げ
ま
す
。
し
か
し
、
け
で
す
。
 

残
 り
の
人
た
ち
は
、
ど
う
し
 

糖
尿
病
は
こ
わ
い
 や
   

環
境
因
子
、
特
に
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
い
る
の
で
 し
ょ
う
…
。
 
気
 づ
い
て
い
 

な
い
の
か
、
知
っ
て
て
故
買
し
て
い
る
 

Ⅱ
 月
 5
 
日
 ｜
 Ⅱ
 日
は
 
「
全
国
糖
尿
病
週
間
」
 
で
し
た
 0
 
 ガ
 糖
尿
な
い
ま
ま
だ
と
 

糖
尿
病
患
者
は
全
国
で
六
百
万
人
、
の
か
。
 

病
 "
 
と
 聞
い
て
皆
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
は
 や
 

 
 

  

 
 

佼 

辞
寄
 ） 田

瞳
 

 
 予

備
軍
も
含
め
る
と
、
二
千
万
人
と
推
 

人
 が
糖
尿
病
。
こ
の
う
ち
患
者
と
し
て
 

把
握
さ
れ
て
い
る
の
は
百
六
十
万
人
だ
 

健
康
対
策
謀
保
健
婦
 

林
 久
美
子
 

 
 

 
 者

す
｜
 

消
 
%
 
 

て
す
 

一
 
。
 
ま
 。
 

～
 
脂
れ
 

 
 

 
 

あ
な
た
も
 

糖
尿
病
予
備
軍
 ガ
 も
 %
 

皆
さ
ん
、
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

若
い
あ
な
た
も
で
す
 !
 な
ぜ
な
ら
、
 
糖
 

尿
病
は
 
「
生
活
習
慣
病
 
ニ
 。
長
年
の
生
 

活
 ぶ
り
の
結
果
、
起
こ
っ
て
く
る
も
の
 

だ
か
ら
で
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
初
期
は
 

 
 

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
血
糖
値
を
 

調
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

生
活
習
慣
を
改
善
す
れ
ば
、
怖
く
な
 

い
 と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
初
め
て
 糖
 

尿
 病
と
い
う
病
気
を
知
っ
た
時
、
怖
い
 

と
 正
直
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
 ど
 

ん
な
に
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
継
続
す
 

る
こ
と
が
ど
ん
な
に
私
に
と
っ
て
努
力
 

が
い
る
こ
と
か
 

子
供
の
時
、
乳
幼
児
期
か
ら
、
よ
い
 

生
活
習
慣
を
身
に
つ
く
よ
う
に
し
て
お
 

け
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のの 墓先 三のの だす 記 時から 無縁 加でき 人で い 地域振 申し込 映画名 聴覚 室 ところ 

た理 北 八所名 さ る の 
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Ⅹ '" ナ巨トノ Ⅲ ト " 打 
●固定資産税 (l2/25)                                     3 期分 

●国民健康保険 税 (l2/25)                         7 期分 

●保育 料                                                                         け月分 

● 町 常住宅家賃                                                       け 耳介 

●国民年金保険料                                                 け耳介 / た 
ソ 

ハ ケ ⅡⅠⅠⅠⅡⅠ 岱 
●心配ごと相談 ( いこいの 里 ) 

5 . l9 日 13:?,n 一 lf6:0o 
●行政相談 ( いこ @. 、 の里 ) 

5 . l9 日 1::3,() 一 16:00 

●法律相談 ( いこいの 里 ) 

5 日 13:30 一 lfn:30 
Ⅹ電話予約が 必要です。 呑 2 ㏄   %40 へ 

●人権 相談 ( いこいの 里 ) 

l9 日 13:30 一 15:00 
●教育電話相談 ( 教育委員会内 )%282-4884 

:; 毎週用， 水 ・金曜 知 9 :00 一 17:00 
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遠賀郡消防署 宕 293-   12 Ⅵ へ 

/ その時、 診療してもらえる 当番医を教Ⅰ 
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Ⅰ - 『Ⅰ n"","    Ⅰ ノ Ⅰ イマ 一 一 " 一 

(12 月 ) 

4( 市 )l 湯川・渡津・ 原 ・内浦・元松原 

S @ 合 ) 茅原・南山田・ 東山田・ 緑 ケ丘 

6 @ 土 ) 海老 崖 ・づくし 会 ・ 上畑 ・新海老 津 

ll( 木 ) 西 黒山、 東黒山・ 糠塚 ・ 上 高倉・高倉 

山田、 山田 峠 団地 

T2( 合 )  上海老 津 ，月例・月例百合釘・ 月例日 谷 

13@ 土 ) 千野，新松原・ 三吉団地・姉吉・ 塚原 

IB( 木 )  吉木，高塚 

19( 金 ) 東 松原・百合 ケ丘 ・東海老漢，南陽 

2 Ⅱ 土 )  野間 ( 一 ・ ニ ・三・四 @  . 西山田   
24( 水 ] 坦夷・旭市・ 松ケ台 

25( 木 ]  高尾・ 旭西 ・ 旭中 ・公園通り 

ZT( 土 )  東商 陽 ・鍋田・面高 陽 ・面高 陽 
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町内の丈モウ 伎 状況 (A 射 

  

  

  

l 月前年同 * 

9 月 Ⅰヰ月 s 月 ll9 
[ 故 件数 ( 件 )  7 l Ⅰ 0  11  Ⅰ 3 

Et: 者数 ( 人 )  0  4  0  3 

t 緩 者数 ( 人 )  0  Ⅰ 0  6 

圭 傷者数 ( 入 )  7  92  l@  84   
救急・火災概況 ]0 月分 

  
人災の はい奇土 ; 」 
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賀し                                             
  

      年 をも 民の 約四 宝 教 、 0 三 書㈹ 足し 教 
      し 分てし学校 村塚年 た 育 

，ム 

六 育三   
拷究 0 
を は、 - 

占 め村 " 年 " 
ての 矢 
い予矧   Ⅰ ,.- 一 , ノ 

「 旗 た 正常村 よ竿竹 の 

当主 一     
時 芳人 と 字謎 九に 未て 綺治 

、 松丸 0  校主 0             "  は 、 『 "-" "-" 一 " 

長尺八 なと に 八た 修学下町 
い は 一 治 40 年ごろの卒業 写   
    
不 一 
が 、 一 高恩成   丁   ; よ 

、 年 変木     を と 四     
両拳 た政 教 五 たで 連 円強で「 松 半 ら 城         たら一箇 ぃ - だ 
頃 者 

町立   
史献   つ -=- 吾一周 こ 発足よ間 冬 - た   

  
田   
小目 

  

年記 

念 
東 あ 星空 利 、 な広校小で先 

丑小 三レ 

樹 っをき達 っ 場で     
『難病ホットライン」 

ができました 
難病の方のために、 相談専用 

電話が、 遠 賀保健所にできました。 
難病でお困りの 方は、 気軽に 

ご 十日 談 くだきい。 相談内容の秘 

密は守ら ゴ Ⅰます。 

呑三 01 一 5 日 8 日 
開設は、 毎週月～金曜日   (@8@ :@ :@ 00)   

  

 
 

 
 

  


